
第1章　策定にあたって

第1　計画の目的-転換期の新たなビジョン

第2　計画の役割

第3　計画の構成と期間

基本計画　前期・後期5年間　実施計画　3年間

第4　まちづくりに当たっての前提

1　青梅市のあらまし

2　他構想・計画等での青梅市の位置付け

3　まちづくりの歩み 【市民ニーズ】

4　市民ニーズ（H13市政総合世論調査） 市政総合世論調査

第5　時代潮流と本市への影響・課題 市民と市長との懇談会

1　主な時代の潮流と本市への影響 まちづくり政策提言（個人・団体）

2　時代潮流を踏まえた分野別の重点課題 こどもの世論調査

　(1)　市民の暮らしにあっては（環境基盤、生活環境） こども未来会議

　(2)　市民の教育・文化にあっては（教育・文化）

　(3)　市民の健康・福祉にあっては（保健・医療・福祉） 東日本大震災が与えた教訓

　(4)　まちの活性化にあっては（都市基盤、産業、交通）

　(5)　地域運営にあっては（コミュニティ、市政運営）

第2章　青梅市の将来像

第1　まちづくりの基本姿勢

第2　まちの将来像

第3　計画フレーム（枠組み）

　 1　将来人口 人口減少社会・超高齢化社会

2　財政運営

3　土地利用

第3章　まちづくりの基本方向（施策の大綱）

第1　快適で安全な生活環境の街

第2　学び楽しむ伝統・文化の街

第3　健やかでやさしい福祉の街

第4　活気に満ちた元気な街

第5　みんなで創る街

第4章　基本構想推進のために

青梅市総合長期計画の構成
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第5次　基本構想の構成

まちづくりの基本理念　「豊かな自然環境のなかで、都
市的な生活が享受でき、そこに住む人の心のふれあい
があるまち」

将来都市像
「豊かな自然、快適なくらし、ふれあいの街　青梅
　-ゆめ・うめ・おうめ-」

第6次計画策定の要素

基本構想　平成15年度から平成24年度までの10年間 基本構想　平成25年度から平成
34年度までの10年間
基本計画　前期・後期5年間
適切な見直しを図る実施計画


